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【
史
料
紹
介
】 

 

高
元
泰
『
養
生
編
』
の
研
究―

解
題
・
校
勘
・
影
印―

 

賈 
 

光
佐  

は
じ
め
に 

  

『
養
生
編
』
に
つ
い
て
、
す
で
に
拙
稿
「
独
立
性
易
か
ら
貝
原

益
軒
ま
で
の
日
中
養
生
文
化
の
架
け
橋
：
高
元
泰
の
『
養
生
編
』

に
つ
い
て
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
（
第
五
四
号
）
、
東
北
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
思
想
史
研
究
室
、
二
〇
二
二
）
に
お

い
て
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
蔵
高
元
泰
『
養
生

論
』
（
以
下
、
「
京
本
」
と
略
称
す
る
）
、
東
京
大
学
附
属
図
書

館
鶚
軒
文
庫
蔵
『
高
元
泰
養
生
訓
』
（
以
下
、
「
東
本
」
と
略
称

す
る
）
、
慶
應
大
学
幸
田
文
庫
所
蔵
髙
玄
岱
［
深
見
天
漪
］
述

『
養
生
編
』
（
以
下
、
「
慶
本
」
と
略
称
す
る
）
と
い
う
三
つ
の

写
本
を
収
集
し
て
、
各
写
本
に
つ
い
て
書
誌
学
的
に
考
察
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
内
容
は
独
立
が
吉
川
広
嘉
（
一
六
二
一−

一
六
七

九
）
を
治
療
し
た
方
法
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
貝
原

益
軒
の
養
生
学
の
源
流
に
も
な
る
と
い
う
、
思
想
史
的
位
置
付
け

を
試
み
た
一

。
各
写
本
の
書
誌
を
含
め
、
拙
稿
で
考
察
し
た
事
項

は
、
こ
こ
で
省
略
す
る
。 

 

さ
て
、
『
養
生
編
』
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

高
元
泰
（
一
六
四
九−

一
七
二
二
）
二

は
独
立
性
易
（
一
五
九
六−

一
六
七
二
）
に
師
事
し
て
、
書
道
・
篆
刻
・
言
語
・
医
学
な
ど
を

習
得
し
た
三

。
元
泰
が
習
っ
た
医
学
の
知
識
は
、
風
早
家
の
祖
、

風
早
実
種
（
一
六
三
二―

一
七
一
一
）
に
評
価
さ
れ
て
、
実
種
が

元
泰
を
後
西
天
皇
（
一
六
三
八―

一
六
八
五
）
に
推
薦
し
た
。

『
養
生
編
』
は
、
元
泰
が
後
西
天
皇
に
「
摂
養
之
方
」
を
尋
ね
ら

れ
た
た
め
書
い
た
著
述
で
あ
る
四

。 

 

『
養
生
編
』
の
成
立
し
た
経
緯
か
ら
は
、
そ
れ
は
当
時
の
公

卿
、
な
い
し
天
皇
に
重
視
さ
れ
て
、
江
戸
前
期
曹
洞
宗
の
僧
侶
、

独
庵
玄
光
（
一
六
三
〇−

一
六
九
八
）
の
跋
文
か
ら
も
、
彼
も

『
養
生
編
』
を
高
評
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
内
容

か
ら
は
、
当
時
中
国
最
先
端
の
養
生
学
を
日
本
で
広
め
る
功
績
も

無
視
で
き
な
い
。
『
養
生
編
』
の
流
布
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
重
要

性
は
一
層
明
白
に
理
解
で
き
る
。
慶
本
は
書
写
の
経
緯
と
時
期
が

最
も
明
白
な
写
本
で
あ
る
た
め
、
慶
本
か
ら
検
討
し
よ
う
。 
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慶
本
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
元
来
伴
大
受
の
蔵
書
で
、
嘉

永
五
（
一
八
五
二
）
に
書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

慶
本
の
蔵
書
者
の
一
人
、
中
川
徳
基
（
一
八
三
三–

一
九
一
五
）

が
そ
の
『
蔵
書
目
録
』
で
か
つ
て
『
硯
海
餘
波
』
で
見
た
と
記
し

て
い
る
五

。
『
硯
海
餘
波
』
は
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
頃
に
編

纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
慶
本
は
そ
こ
か
ら
抄
録
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
京
本
と
東
本
は
そ
れ
ぞ

れ
日
本
近
代
著
名
な
医
学
者
、
富
士
川
遊
（
一
八
六
五−

一
九
四

〇
）
と
土
肥
慶
蔵
（
一
八
六
六−
一
九
三
一
）
の
蔵
書
で
あ
る
こ

と
も
、
そ
の
価
値
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。 

 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
養
生
編
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
以
外
に

は
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
ず
に
い
た
。
そ
こ
で
、
向
後
の
研
究
利
用

に
備
え
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
諸
本
の
異
同
を
考
察
し
た
上
で
、

校
訂
本
文
を
整
定
す
る
。
参
考
の
た
め
、
影
印
は
文
末
に
付
す
。 

  

凡
例 

一
、
利
用
す
る
資
料
に
つ
い
て 

１
．
底
本
と
校
合
本
に
つ
い
て
、
拙
稿
の
、
京
本
は
本
来
の

姿
に
近
い
も
の
で
、
東
本
は
京
本
と
は
異
な
る
系
統
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
慶
本
は
両
者
を
折
衷
し
た
清
書
本
で
あ

る
と
い
う
結
論
に
基
づ
い
て
、
京
本
を
底
本
と
し
て
選
定

し
、
東
本
と
慶
本
を
校
合
本
に
し
て
適
宜
参
考
す
る
。 

２
．
各
写
本
の
構
成
に
異
同
が
あ
る
こ
と
は
、
拙
稿
で
明
ら

か
に
し
た
。
序
文
に
つ
い
て
、
京
本
と
東
本
に
は
、
共
通
的

に
元
泰
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
慶
本
に
は
独

自
の
序
文
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
元
泰
自
序
」
と
「
慶
本
序

文
」
と
呼
ぶ
。
本
文
に
つ
い
て
は
、
京
本
と
慶
本
と
は
、
共

通
的
に
三
十
二
項
目
あ
る
が
、
東
本
は
二
十
八
項
目
と
し
、

ま
た
項
目
の
合
弁
、
順
番
の
移
動
が
あ
る
。
跋
文
に
つ
い

て
、
京
本
と
慶
本
と
は
、
共
通
的
に
独
庵
玄
光
が
書
い
た
跋

文
が
あ
る
が
、
慶
本
は
慶
本
の
成
立
に
つ
い
て
記
述
す
る
、

独
自
の
跋
文
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
玄
光
跋
文
」
と
「
慶
本

跋
本
」
と
呼
ぶ
。 

３
．
翻
刻
と
影
印
は
「
諸
本
表
紙
」
・
「
元
泰
自
序
」
・

「
慶
本
序
文
」
・
「
本
文
三
二
項
目
」
・
「
玄
光
跋
文
」
・

「
慶
本
跋
本
」
と
い
う
順
番
で
作
業
す
る
。
影
印
は
、
底
本

に
あ
る
も
の
は
、
底
本
の
画
像
を
掲
載
し
、
慶
本
独
自
の
も

の
は
、
慶
本
の
画
像
を
掲
載
す
る
。 

 

二
、
本
文
の
整
定
に
あ
た
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
底
本
に
忠
実
に

翻
刻
し
た
が
、
読
解
の
便
を
は
か
り
、
次
の
よ
う
な
方
針
を

採
っ
た
。 

１
．
標
目
に
つ
い
て
、
底
本
の
新
た
に
［
一
］
［
二
］

［
三
］
な
ど
の
通
し
番
号
を
校
訂
本
文
の
初
め
に
付
す
。 
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２
．
漢
字
表
記
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使

い
、
古
体
・
異
体
・
俗
字
な
ど
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。 

３
．
変
体
仮
名
及
び
二
字
合
体
の
送
り
仮
名
・
踊
り
字
な
ど

に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
、
活
字
用
正
字
に
改
め
た
。 

４
．
仮
名
を
漢
字
で
表
記
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
読
者
の
理

解
の
便
を
図
り
、
諸
本
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
に
、
漢
字
表
記

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
漢
字
を
表
記
す
る
。
諸
本
に
仮
名
表

記
し
か
な
い
場
合
は
、
本
来
の
姿
を
記
し
た
上
で
、
適
宜
仮

名
で
推
測
で
き
る
漢
字
を
仮
名
の
後
に
括
弧
に
入
れ
て
表
記

す
る
。
例
え
ば
、
「
屋
う
志
゛
や
う
」
を
「
養
生
」
（
東

本
・
慶
本
に
よ
る
）
で
、
「
く
す
梨
」
を
「
薬
」
（
東
本
に

よ
る
）
で
示
す
。 

５
．
漢
字
を
仮
名
に
変
え
る
場
合
は
、
現
代
語
の
習
慣
に
従

っ
て
、
「
事
」
を
「
こ
と
」
に
、
「
也
」
を
「
な
り
」
に
改

め
た
。 

６
．
句
読
点
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
京
本
と
東
本
に
従
っ

て
付
け
る
が
、
中
黒
（
・
）
を
施
し
、
書
名
や
引
用
文
と
思

わ
れ
る
箇
所
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
』
と
「
」
を
用
い
た
。 

７
．
丁
移
り
に
つ
い
て
、
原
本
に
は
丁
数
を
つ
け
ら
れ
て
い

な
い
が
、
通
読
の
便
を
図
り
、
筆
者
は
原
本
の
配
列
に
従
っ

て
（
幾
オ
・
ウ
）
の
よ
う
に
示
し
、
影
印
部
分
と
対
照
で
き

る
よ
う
に
し
た
。 

三
、
校
異
に
つ
い
て 

１
．
諸
本
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
校
訂
本
文
の
右
に
①
②
③

な
ど
の
番
号
を
付
し
て
各
項
目
の
末
尾
に
ま
と
め
て
考
察
し

た ２
．
諸
本
間
に
お
け
る
変
体
仮
名
の
表
記
上
の
相
違
は
記
さ

な
い
が
、
漢
字
と
仮
名
、
仮
名
表
記
の
異
同
は
諸
本
の
成
立

の
時
期
と
い
っ
た
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
原
状
を
復

元
で
き
る
よ
う
に
記
し
た
。 

３
．
こ
の
分
析
に
基
づ
い
て
、
底
本
を
調
整
し
て
校
訂
本
文

を
作
る
。 

 

一 

校
訂
本
文 

 

［
元
泰
自
序
］ 

養
者
何
。
頥
其
所
存
也
。
生
者
何
。
生
生
不
息
也
。
編
者
何
。
集

其
所
類
也
。
所
存
者
何
。
精
与
神
気
也
。
生
生
不
息
者
何
。
時
与

命
也
。
所
類
者
何
。
爾
与
吾
也
。
既
謂
所
存
、
又
謂
生
生
、
何
係

乎
其
養
也
。
観
乎
天
地
造
化
、
苟
失
其
養
、
則
日
月
星
辰
之
度

乖
、
四
序
万
物
之
行
戾
也
。
観
乎
人
、
苟
失
其
養
、
則
栄
衛
経
脈

之
度
錯
、
四
支
百
骸
之
従
患
也
。
斯
養
者
、
生
也
。
不
養
、
不
生

也
。
而
謂
所
存
者
、
不
存
也
。
生
生
者
、
不
生
生
也
。
若
斯
編
之
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集
者
、
又
何
用
也
。
観
養
乎
爾
、
観
養
乎
吾
。
編
之
者
誰
。
崎
陽

高
元
泰
字
斗
瞻
也
。
時
庚
申
蒲
月
穀
旦
。 

 

［
慶
本
序
文
］ 

高
玄
岱
、
字
子
新
、
一
字
斗
膽
。
号
天
湋
、
又
婺
山
。
祖
高
寿

覚
、
明
障
郡
人
。
寓
於
薩
摩
、
生
子
超
方
。
超
方
年
十
六
、
跡
父

入
明
。
遊
於
斉
魯
燕
趙
之
間
。
凡
十
二
年
、
反
居
長
崎
。
挙
為
訳

士
、
因
占
籍
。
以
其
渤
海
高
氏
故
、
仮
渤
海
国
訓
以
深
見
為
氏
。

娶
彭
城
氏
、
生
三
子
。
天
湋
其
仲
子
。
通
称
新
右
衛
門
。
幼
有
淑

質
、
従
唐
津
岩
永
知
新
（
小
字
：
何
求
齋
）
而
学
。
又
受
医
方
於

明
人
戴
笠
。
戴
笠
工
筆
札
、
玄
岱
併
通
其
技
。
延
宝
中
如
京
師
、

参
議
風
早
公
（
小
字
：
実
種
）
特
賞
識
之
、
薦
後
西
上
皇
。 

上

皇
召
見
、
問
以
摂
養
之
方
。
著
『
養
生
編
』
一
巻
以
進
。
天
和
貞

享
間
、
仕
鹿
児
島
候
。
亡
幾
以
病
辞
去
。
玄
岱
為
人
、
塁
落
尚
気

節
、
善
文
章
。
嘗
曰
、
大
丈
夫
処
世
、
当
抗
志
於
青
雲
。
安
能
碌

碌
、
与
里
巷
人
相
徴
逐
乎
。
勢
家
豪
族
必
与
之
抗
、
而
有
貧
窮
好

学
者
、
輙
就
加
礼
敬
。
是
以
為
郷
党
所
忌
媢
。
元
禄
中
、
清
医
陸

文
斉
来
長
崎
。
玄
岱
与
之
会
府
署
。
共
論
医
事
、
往
復
弁
難
。
詞

理
条
暢
、
音
吐
宏
亮
。
聴
者
傾
倒
。
宝
永
六
年
以
文
学
辟
幕
府
。

享
保
七
年
以
病
没
。
年
七
十
四
。 

 

［
本
文
三
二
項
］ 

［
一
］
人
生
百
年
を
限
①

り
と
す
。
養
生
②

に
よ
り
、
千
歳
に
も

至
る
③

べ
し
。
た
と
え
ば
、
油
火
④

の
灯
心
⑤

の
少
し
き
と
大
な

る
と
の
ご
と
し
⑥

（
三
オ
）
。
人
多
く
⑦

も
の
⑧

い
う
。
我
は
少

し
く
い
う
。
人
多
く
労
す
。
我
は
少
し
く
労
す
。
人
大
き
に
怒い

か

る
。
我
は
怒い

か

ら
ず
。
淡
然
無
為
な
れ
ば
、
神
気
自
ず
か
ら
満
つ
。

こ
れ
⑨

長
生
の
薬
⑩

（
三
ウ
）
。 

【
校
異
】 

①
京
本
・
慶
本
の
「
か
き
り
」
は
、
東
本
は
「
限
り
」
に
作
る
。 

②
京
本
は
「
よ
う
じ
ょ
う
」
、
東
本
・
慶
本
と
も
に
「
養
生
」
に

作
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
い
た
る
」
、
東
本
は
「
至
」
に
作
る
。 

④
京
本
は
「
あ
ぶ
ら
ひ
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
油
火
」
に
作
る
。 

⑤
京
本
・
慶
本
は
「
と
う
し
ん
」
、
東
本
は
「
灯
心
」
に
作
る
。 

⑥
京
本
・
東
本
は
「
ご
と
し
」
、
慶
本
は
「
如
し
」
に
作
る
。 

⑦
京
本
・
慶
本
は
「
お
ほ
く
」
・
東
本
は
「
多
く
」
に
作
る
。 

⑧
京
本
・
慶
本
は
「
も
の
」
・
東
本
は
「
物
」
に
作
る
。 

⑨
京
本
・
慶
本
は
「
こ
れ
」
、
東
本
は
「
是
」
に
作
る
。 

⑩
京
本
・
慶
本
は
「
く
す
り
」
、
東
本
は
「
薬
」
に
作
る
。 

 
［
二
］
身
は
常
に
す
こ
し
く
①

行
動
②

す
べ
し
。
流
水
朽く

ち

ず
③

、

戸
枢
む
し
は
ま
ざ
る
は
、
運
動
す
る
ゆ
え
な
り
。 

【
校
異
】 
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①
京
本
・
東
本
は
「
す
こ
し
く
」
、
慶
本
は
「
少
し
く
」
に
作

る
。 

②
京
本
・
慶
本
は
「
動
」
、
東
本
は
「
気
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
く
ち
す
」
、
東
本
は
「
朽
ず
」
に
作
る
。 

 

［
三
］
食
は
常
に
少
し
き
①

な
る
に
よ
ろ
し
。
又
う
（
飢
）
え
し

む
べ
か
ら
ず
。
う
（
飢
）
え
ず
し
て
（
四
オ
）
強し

い

て
食
し
、
か
わ

（
渇
）
か
ず
し
て
、
強
て
の
（
飲
）
む
時
②

は
、
脾ひ

い

胃
労ろ

く

し
て

脹は

る

。
朝
に
う
え
（
飢
）
し
む
る
事
③

な
か
れ
。
夕
に
あ
（
飽
）
か

む
る
④

こ
と
⑤

な
か
れ
。
但
、
老
た
る
人
は
異
な
り
⑥

。
脾
胃
虚

弱
に
し
て
、
飢
⑦

や
す
く
、
あ
（
四
ウ
）
き
⑧

や
す
し
、
よ
く
⑨

そ
の
⑩

情
を
察
し
て
、
加
減
す
べ
し
。
常
に
食
気
絶
え
⑪

ざ
る
に

⑫

よ
ろ
し
。
⑬

尤
老
た
る
人
に
は
⑭

、
精
進
蔬
菜
を
も
ち
（
用
）

ゆ
べ
か
ら
ず
。
脾
胃
み
だ
（
乱
）
す
し
て
（
五
オ
）
、
元
気
餒う

ゆ

。

ま
こ
と
に
、
七
十
は
、
肉
に
あ
ら
ざ
れ
ば
あ
（
飽
）
か
ず
と
い

う
。 

【
校
異
】 

①
京
本
は
「
す
こ
し
」
、
慶
本
は
「
少
し
」
、
東
本
は
「
す
こ
し

き
」
に
作
る
。 

②
京
本
は
「
と
き
」
、
慶
本
は
・
東
本
は
「
時
」
に
作
る
。 

③
京
本
は
「
こ
と
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
事
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
東
本
「
あ
か
む
る
」
、
慶
本
は
「
あ
か
し
む
」
に
作

る
。 

⑤
諸
本
は
「
事
」
に
作
る
が
、
現
代
語
の
習
慣
に
従
っ
て
「
こ

と
」
と
す
る
。 

⑥
京
本
は
「
こ
と
な
り
」
、
慶
本
は
「
こ
と
也
」
、
東
本
は
「
異

な
り
」
に
作
る
。
東
本
に
従
う
。 

⑦
京
本
・
慶
本
は
「
う
え
」
、
東
本
は
「
飢
」
に
作
る
。 

⑧
京
本
・
東
本
は
「
あ
き
」
、
慶
本
は
「
飽
き
」
に
作
る
。 

⑨
京
本
・
慶
本
は
「
能
」
、
東
本
は
「
よ
く
」
に
作
る
。 

⑩
京
本
は
「
そ
の
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
其
」
に
作
る
。 

⑪
京
本
は
「
た
へ
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
絶
」
に
作
る
。 

⑫
京
本
は
「
に
」
、
慶
本
は
「
を
」
、
東
本
は
「
も
」
に
作
る
。 

⑬
東
本
の
こ
の
項
目
に
以
下
の
内
容
は
な
い
。 

⑭
京
本
は
「
に
は
」
、
慶
本
は
「
に
」
に
作
る
。
東
本
は
「
尤
」

か
ら
こ
の
項
目
の
最
後
ま
で
な
い
。 

 

［
四
］

寝
い
ぬ
る

と
き
は
、
身
を
そ
わ
だ
て
て
か
が
（
屈
）
み
、
覚
め
①

て
は
身
を
②

す
ぐ
に
し
て
伸
ぶ
。
朝
夕
時
を
も
（
持
）
て
す
③

（
六
オ
）
。
ま
ず
④

心
を
ね
（
眠
）
む
ら
し
て
、
後
⑤

、
目
⑥

を

ね
（
眠
）
ら
せ
よ
。
眠
り
が
た
き
⑦

は
、
両
手
を
臍ほ

ぞ

⑧

の
上
⑨

に

置
⑩

、
せ
な
か
（
背
中
）
を
観
念
す
べ
し
。
必
ず
⑪

眠
り
を
得
。
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い
ぬ
る
時
は
、
物
⑫

い
わ
ず
（
六
オ
）
と
云
り
⑬

。
万
気
⑭

終
わ

り
⑮

。
い
か
（
怒
）
る
こ
と
⑯

大
き
に
⑰

あ
（
悪
）
し
。 

 

【
校
異
】 

①
京
本
・
東
本
は
「
さ
め
」
、
慶
本
は
「
覚
」
に
作
る
。 

②
慶
本
に
「
を
」
が
な
い
。 

③
京
本
は
「
も
て
す
す
」
、
慶
本
は
「
も
つ
て
す
」
、
東
本
は

「
も
て
す
」
に
作
る
。 

④
京
本
は
「
ま
ず
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
先
」
に
作
る
。 

⑤
東
本
に
「
後
」
の
後
に
「
に
」
が
あ
る
。 

⑥
京
本
・
慶
本
は
「
目
」
、
東
本
は
「
眼
」
に
作
る
。 

⑦
京
本
は
「
と
き
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
時
」
に
作
る
。 

⑧
京
本
・
慶
本
は
「
ほ
そ
」
、
東
本
は
「
臍
」
に
作
る
。 

⑨
京
本
は
「
う
え
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
上
」
に
作
る
。 

⑩
京
本
・
慶
本
は
「
置
」
、
東
本
は
「
お
き
」
に
作
る
。 

⑪
京
本
・
慶
本
は
「
か
な
ら
ず
」
、
東
本
は
「
心
」
に
作
る
。
東

本
は
字
形
の
相
似
性
か
ら
、
「
必
ず
」
を
「
心
」
に
誤
写
し

た
で
あ
ろ
う
。 

⑫
京
本
・
慶
本
は
「
も
の
」
、
東
本
は
「
物
」
に
作
る
。 

⑬
京
本
・
慶
本
は
「
云
り
」
、
東
本
は
「
い
ふ
は
」
に
作
る
。 

⑭
東
本
に
「
の
」
あ
る
。 

⑮
東
本
に
「
也
」
、
あ
る
い
は
「
や
」
あ
る
。
東
本
二
ウ
。 

⑯
諸
本
は
「
事
」
に
作
る
が
、
現
代
語
の
習
慣
に
従
っ
て
「
こ

と
」
と
す
る
。 

⑰
京
本
・
東
本
は
「
大
き
に
」
、
慶
本
は
「
大
に
」
に
作
る
。 

〔
補
記
〕
京
本
の
六
オ
一
行
目
冒
頭
に
は
「
す
、
ま
ず
」
と
い
う

紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
貼
り
紙
の
下
に
は
「
き
」
と
「
能

そ
の
情
」
と
い
う
字
が
確
認
で
き
る
。
五
オ
一
行
目
の
冒
頭
に
は

「
き
や
す
し
、
能
そ
の
情
」
が
同
じ
位
置
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
は
書
き
写
し
た
際
に
、
前
の
丁
の
も
の
を
書
き
写
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

［
五
］
柳
公
度
年
八
十
九
あ
る
人
こ
れ
に
問と

う

①

云
く
②

、
こ
れ
③

脾
胃
を
も
っ
て
④

ひ
（
冷
）
や
⑤

か
な
る
物
を
あ
た
た
（
温
）
め

ず
。
生
な
る
も
の
を
（
六
ウ
）
こ
な
（
熟
）
せ
ず
。
ま
た
元
気
を

以
て
⑥

悦
び
⑦

、
い
か
（
怒
）
り
を
な
さ
ず
、
気
海
常
に
あ
た
た

（
暖
）
か
な
る
の
み
。 

【
校
異
】 

① 

京
本
は
「
問
」
、
慶
本
は
「
と
ふ
」
、
東
本
は
「
問
テ
」
に

作
る
。 

②
京
本
は
「
云
く
」
、
慶
本
は
「
い
は
く
」
、
東
本
は
「
曰
」
に

作
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
こ
れ
」
、
東
本
は
「
是
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
慶
本
は
「
も
つ
て
」
、
東
本
は
「
以
テ
」
に
作
る
。 
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⑤
京
本
は
「
ひ
や
や
か
」
、
慶
本
は
「
ひ
や
か
」
、
東
本
は
「
ひ

や
か
」
に
作
る
。 

⑥
京
本
・
慶
本
は
「
も
つ
て
」
、
東
本
は
「
以
テ
」
に
作
る
。 

⑦
京
本
・
慶
本
は
「
よ
ろ
こ
び
」
、
東
本
は
「
悦
ひ
」
に
作
る
。 

 

［
六
］

古

箴

ふ
る
き
い
ま
し
め

①

に
云
、
念
の
お
（
起
）
こ
る
こ
と
を
恐
れ
ず

②

。
た
だ
③

、
お
そ
ら
く
は
さ
と
る
こ
と
④

の
お
そ
（
遅
）
き
こ

と
⑤

を
（
七
オ
）
。 

【
校
異
】 

①
東
本
は
「
右
箴
」
に
作
っ
て
い
る
。 

②
京
本
・
慶
本
は
「
お
そ
れ
」
、
東
本
は
「
恐
れ
」
に
作
る
。 

③
京
本
は
「
た
だ
」
、
慶
本
は
「
只
」
、
東
本
は
「
た
」
に
作

る
。 

④
諸
本
は
「
事
」
に
作
る
が
、
現
代
語
の
習
慣
に
従
っ
て
「
こ

と
」
と
す
る
。 

⑤
京
本
・
東
本
は
「
こ
と
」
、
慶
本
は
「
事
」
に
作
る
。 

 

［
七
］
身
は
安
楽
を
以
て
①

本
②

と
す
。
安
楽
は
保
養
③

を
以
て
④

本
と
す
。
本
す
で
に
か
た
（
固
）
き
時
⑤

は
、
疾
病
、
何
に
よ
っ

て
⑥

か
生
せ
ん
。
夭
横
、
何
に
よ
っ
て
⑦

か
い
た
（
至
）
ら
ん

（
七
ウ
）
。 

 

【
校
異
】 

①
京
本
・
慶
本
は
「
も
つ
て
」
、
東
本
は
「
以
テ
」
に
作
る
。 

②
京
本
・
慶
本
は
「
本
」
、
東
本
は
「
木
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
保
養
」
、
東
本
は
「
保
寿
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
慶
本
は
「
も
つ
て
」
、
東
本
は
「
以
テ
以
テ(

マ
マ)

」

に
作
る
。 

⑤
京
本
は
「
と
き
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
時
」
に
作
る
。 

⑥
諸
本
は
「
よ
つ
て
」
に
作
る
が
、
現
代
語
の
習
慣
に
従
っ
て

「
よ
っ
て
」
と
す
る
。 

⑦
同
前
。 

 

［
八
］
食
後
に
は
、
帯
を
ゆ
る
（
緩
）
め
、
腰
を
の
（
伸
）
べ
、

椅
子
に
よ
り
か
か
り
（
寄
り
掛
か
り
）
、
気
を
の
び
や
か
に
も

ち
、

閑
し
ず
か

か
①

に
息
②

を
吹
く
③

べ
し
。
食
気
、
な
ず
（
泥
）
ま
ず

④

、
快
き
⑤

も
の
な
り
。
尤
食
前
食
後
に
い
か
（
怒
）
る
こ
と
大

き
に
⑥

あ
（
悪
）
し
。
（
い
か
）
嗔
っ
て
⑦

は
、
喰く

ろ

う
⑧

こ
と
な

か
れ
。
気
、
逆
上
し
て
、
食
、
胸
⑨

に
ふ
さ
（
塞
）
が
り
、
大
病

の
本
と
な
る
。 

【
校
異
】 

①
東
本
は
「
閑
か
に
」
、
慶
本
は
「
静
か
に
」
、
京
本
は
「
し
づ

か
に
」
に
作
る
。 

②
京
本
・
慶
本
は
「
い
き
」
・
東
本
は
「
息
」
に
作
る
。 
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③
京
本
に
は
「
ふ
く
む
」
に
作
る
が
、
東
本
と
慶
本
に
は
そ
れ
ぞ

れ
「
吹
」
と
「
ふ
く
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
慶
本
は
「
な
つ
ま
ず
」
、
東
本
は
「
な
す
ま
ず
」
に
作

る
。 

⑤
京
本
・
慶
本
は
「
こ
こ
ろ
よ
き
」
、
東
本
は
「
快
キ
」
に
作

る
。 

⑥
京
本
は
「
大
き
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
大
に
（
ニ
）
」
に
作

る
。 

⑦
京
本
・
慶
本
は
「
い
か
つ
て
は
」
、
東
本
は
「
嗔
テ
ハ
」
に
作

る
。 

⑧
京
本
・
東
本
は
「
く
ら
う
」
、
慶
本
は
「
喰
ふ
」
に
作
る
。 

⑨
京
本
・
慶
本
は
「
む
ね
」
、
東
本
は
「
胸
」
に
作
る
。 

 

［
九
］
食
後
に
茶
を
の
（
飲
）
み
、
歩
行
す
る
こ
と
ま
こ
と
（
誠
）

に
よ
ろ
し
。
す
（
過
）
ご
す
べ
か
ら
ず
（
八
ウ
）
。
茶
は
た
だ
①

一
、
二
杯
の
間
、
歩
行
す
る
こ
と
食
な
か
（
半
）
ば
消
す
る
と
覚

え
②

な
ば
、
休
息
す
べ
し
。
尤
、
食
し
畢
そ
の
③

ま
ま
に
座
す
る

こ
と
な
か
れ
。
両
脚
④

と
せ
な
か
（
背
中
）
と
腰
な
ん
と
⑤

を
さ

す
る
べ
し
。
胸
⑥

を
す
か
す
か
食
気
（
九
オ
）
を
め
く
ら
し
て
、

一
身
に
う
る
お
（
潤
）
い
を
な
す
。
物
食
後
に
口
⑦

そ
そ
（
濯
）

ぐ
⑧

こ
と
⑨

よ
し
。
又
臥
す
る
に
及
ん
で
⑩

口
濯
ぐ
⑪

こ
と
さ
ら
に

⑫

よ
し
⑬

。
一
日
の
食
気
の
口
中
、
歯
⑭

の
間
に
残
り
し
を
そ
そ

（
濯
）
ぎ
⑮

さ
れ
ば
な
り
⑯

（
九
ウ
）
。 

【
校
異
】 

①
京
本
・
慶
本
は
「
只
」
、
東
本
は
「
た
ゝ
」
に
作
る
。 

②
京
本
・
慶
本
は
「
お
ぼ
え
」
、
東
本
は
「
覚
え
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
東
本
は
「
そ
の
」
、
慶
本
は
「
其
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
東
本
は
「
な
ん
と
」
、
慶
本
は
「
と
」
に
作
る
。 

⑤
京
本
・
慶
本
は
「
む
ね
」
、
東
本
は
「
胸
」
に
作
る
。 

⑥
京
本
・
東
本
は
「
そ
の
」
、
慶
本
は
「
其
」
に
作
る
。 

⑦
京
本
・
慶
本
は
「
く
ち
」
、
東
本
は
「
口
」
に
作
る
。 

⑧
京
本
・
慶
本
は
「
そ
そ
く
」
、
東
本
は
「
す
す
く
」
に
作
る
。 

⑨
京
本
は
「
こ
と
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
事
」
に
作
る
。 

⑩
京
本
・
慶
本
は
「
お
よ
ん
で
」
、
東
本
は
「
及
で
」
に
作
る
。 

⑪
京
本
は
「
く
ち
そ
そ
く
」
、
慶
本
は
「
口
そ
そ
く
」
、
東
本
は

「
口
す
す
く
」
に
作
る
。 

⑫
京
本
・
慶
本
は
「
さ
ら
に
」
、
東
本
は
「
更
」
に
作
る
。 

⑬
京
本
・
東
本
は
「
よ
し
」
、
慶
本
は
「
宜
」
に
作
る
。 

⑭
京
本
・
慶
本
は
「
歯
」
、
東
本
は
「
歯
牙
」
に
作
る
。 

⑮
京
本
・
慶
本
は
「
そ
そ
ぎ
」
、
東
本
は
「
す
す
ぎ
」
に
作
る
。 

⑯
京
本
・
慶
本
は
「
な
り
」
、
東
本
は
「
也
」
に
作
る
。 
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［
十
］
心
に
過
去
未
［
来
人
我
の
悪
事
を
思
う
①

こ
と
な
か
れ
。

唯
一
善
を
以
て
②

念
と
せ
ば
、
齢
③

を
の
ぶ
べ
し
。 

【
校
異
】 

①
京
本
・
慶
本
は
「
お
も
ふ
」
、
東
本
は
「
思
ふ
」
に
作
る
。 

②
京
本
・
慶
本
は
「
も
つ
て
」
、
東
本
は
「
以
て
」
に
作
る
。 

③
東
本
と
慶
本
は
「
齢
」
に
作
る
。
東
本
四
ウ
と
慶
本
四
ウ
を
参

照
さ
れ
た
い
。 

 

［
十
一
］
一
老
人
あ
り
。
か
た
ち
（
形
）
①

、
壮
年
の
如
し
②

。

そ
の
③

養
生
を
と
（
問
）
え
ば
、
他
術
な
し
（
一
〇
オ
）
、
平
生

強
て
湯
水
を
の
（
飲
）
ま
ざ
る
の
み
。
脾
胃
は
湿し

つ

を
に
く
む
。
湯

水
を
の
（
飲
）
む
こ
と
す
く
（
少
）
な
け
れ
ば
、
脾
胃
つ
よ

（
強
）
く
、
気
、
さ
か
（
盛
）
ん
な
り
④

。 

【
校
異
】 

①
東
本
に
は
「
さ
」
が
書
い
て
、
そ
の
右
に
「
ち
」
を
書
い
て
あ

る
。 

②
京
本
は
「
そ
の
」
、
東
本
・
慶
本
は
「
其
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
そ
そ
く
」
、
東
本
は
「
す
す
く
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
慶
本
は
「
な
り
」
、
東
本
は
「
也
」
に
作
る
。 

 

［
一
二
］
①

十
六
字
の
訣
と
云
う
②

事
あ
り
。
日
用
（
一
〇
ウ
）

二
六
時
中
、
行
住
座
臥
と
も
に
、
事
を
つ
と
む
る
に
も
、
つ
と
め

ざ
る
に
も
、
さ
ま
た
（
妨
）
げ
ず
。
只
心
③

の
お
も
き
し
④

折

⑤

、
行
う
⑥

べ
し
。
其
語
に
曰
く
⑦

、
「
一
吸
便
提
、
気
気
帰

臍
。
一
提
便
咽
。
水
火
相
見
」
。
大
抵
⑧

（
一
一
オ
）
、
こ
れ
⑨

一
呼
一
吸
の
引
息い

き

⑩

と
は
く
（
吐
）
息
⑪

を
何
の
さ
わ
り
も
な

く
、
静
か
に
⑫

い
た
す
こ
と
な
り
。
さ
て
⑬

、
こ
れ
⑭

を
行
わ
ん
⑮

と
思
う
⑯

と
き
は
⑰

、
ま
ず
⑱

上
顎
と
下
顎
を
舌
に
て
か
き
ま
わ

し
（
掻
き
回
し
）
、
口
中
に
た
（
溜
）
ま
（
一
一
ウ
）
り
し
津
を

汨こ

つ

⑲

と
言
っ
て
⑳

の
み
。
引
息
㉑

を
鼻
に
て
引
き
㉒

、
心
を
臍
の
下

一
寸
ほ
ど
に
つ
け
よ
。
臍
㉓

の
下
一
寸
、
梵
に
は
こ
れ
を
㉔

憂
陀

那
と
名
付
く
㉕

、
此
に
は
丹
田
と
い
う
。
よ
く
そ
の
㉖

所
に
心
を

と
む
べ
し
（
一
二
オ
）
。
そ
れ
よ
り
そ
ろ
そ
ろ
と
息
㉗

を
つ

（
付
）
き
な
が
ら
、
又
右
の
如
く
㉘

、
心
次
第
に
何
遍
も
い
た

（
致
）
す
な
り
㉙

。
只
日
用
の
間
、
行
わ
ん
㉚

と
要
せ
ば
行
え

㉛

。

止
や
め
ん

㉜

と
要
せ
ば
、
止
め
よ
。
久
し
く
㉝

た
も
（
保
）
て
は
、

病
㉞

を
さ
り
、
と
（
一
三
オ
）
し
㉟

を
の
ぶ
る
も
の
な
り
㊱

。
尤

㊲

、
一
朝
一
夕
の
よ
く
㊳

す
る
所
に
は
あ
ら
ず
。
物
よ
ろ
こ
び
㊴

に
も
う
れ
い
㊵

に
も
、
或
は
深
夜
の
独
居
、
市
中
の
繁
華
㊶

、
或

は
風
雨
雷
電
の
は
げ
し
き
下
㊷

に
て
も
、
我
に
し
た
（
親
）
し

（
十
三
オ
）
き
も
の
㊸

は
、
一
呼
一
吸
よ
り
ほ
か
他
㊹

事
な
し
。

な
が
（
長
）
く
此
呼
吸
を
ま
ほ
り
、
我
が
物
㊺

に
せ
よ
。 

【
校
異
】 

①
東
本
は
第
一
三
と
す
る
。
東
本
六
ウ
。 
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②
京
京
本
・
東
本
は
「
と
云
」
、
慶
本
は
「
と
い
ふ
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
心
」
、
東
本
は
「
こ
こ
ろ
」
に
作
る
。 

④
京
本
は
「
お
も
き
し
」
、
東
本
と
慶
本
に
は
「
お
も
む
き
し
」

に
作
る
。 

⑤
京
本
・
東
本
は
「
折
」
、
慶
本
は
「
お
り
」
に
作
る
。 

⑥
京
本
・
東
本
は
「
お
こ
な
ふ
」
、
慶
本
は
「
行
ふ
」
に
作
る
。 

⑦
京
本
は
、
「
其
語
に
い
は
く
」
、
慶
本
は
「
其
語
云
」
、
東
本

は
「
其
語
ニ
曰
」
に
作
る
。 

⑧
京
本
は
「
抵
」
、
慶
本
は
「
低
」
、
東
本
は
「
抓
」
に
作
る
。 

⑨
京
本
・
慶
本
は
「
こ
れ
」
、
東
本
は
「
是
」
に
作
る
。 

⑩
京
本
・
東
本
は
「
い
き
」
、
慶
本
は
「
息
」
に
作
る
。 

⑪
京
本
・
東
本
は
「
い
き
」
、
慶
本
は
「
息
」
に
作
る
。 

⑫
京
本
・
慶
本
は
「
し
つ
か
に
」
、
慶
本
は
「
静
に
」
に
作
る
。 

⑬
東
本
に
は
「
も
」
が
あ
る
が
、
京
本
と
慶
本
に
は
な
い
。
東
本

七
オ
と
慶
本
五
オ
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

⑭
京
本
・
慶
本
は
「
こ
れ
」
、
東
本
は
「
是
」
に
作
る
。 

⑮
京
本
に
は
「
於
古
奈
者
无
（
行
わ
ん
）
」
、
東
本
に
は
「
以
多

左
无
（
致
さ
ん
）
」
、
慶
本
に
は
「
於
己
奈
八
无
（
行
わ

ん
）
」
に
作
る
。
東
本
七
オ
と
慶
本
五
オ
を
参
照
さ
れ
た

い
。 

⑯
京
本
は
「
お
も
ふ
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
思
ふ
」
に
作
る
。 

⑰
京
本
は
「
お
も
ふ
と
き
」
、
慶
本
は
「
思
ふ
時
は
」
、
東
本
は

「
思
ふ
時
」
に
作
る
。 

⑱
京
本
・
慶
本
は
「
ま
づ
」
、
東
本
は
「
先
」
に
作
る
。 

⑲
京
本
は
「
汨
と
」
、
慶
本
は
「
こ
つ
」
、
東
本
は
「
汨
ト
」
に

作
る
。 

⑳
京
本
・
慶
本
は
「
い
ふ
て
」
、
東
本
は
「
云
テ
」
に
作
る
。 

㉑
京
本
・
東
本
は
「
い
き
」
、
慶
本
は
「
息
」
に
作
る
。 

㉒
京
本
・
慶
本
は
「
ひ
き
」
、
東
本
は
「
引
」
に
作
る
。 

㉓
京
本
は
「
ほ
そ
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
臍
」
に
作
る
。 

㉔
東
本
に
は
「
こ
れ
を
」
が
な
い
。 

㉕ 

京
本
・
東
本
は
「
な
つ
く
」
、
慶
本
は
「
名
付
」
に
作
る
。 

㉖
京
本
・
東
本
は
「
そ
の
」
、
慶
本
は
「
其
」
に
作
る
。 

㉗ 

京
本
は
「
い
き
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
息
」
に
作
る
。 

㉘
京
本
・
東
本
は
「
ご
と
こ
」
、
慶
本
は
「
如
く
」
に
作
る
。 

㉙
京
本
は
「
な
り
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
也
」
に
作
る
。 

㉚
京
本
は
「
お
こ
な
は
ん
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
行
わ
ん
」
に
作

る
。 

㉛
京
本
は
「
お
こ
な
え
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
行
え
」
に
作
る
。 

㉜
京
本
は
「
止
」
、
慶
本
は
「
止
ん
」
、
東
本
は
「
や
め
ん
」
に

作
る
。 

㉝ 

京
本
は
「
あ
あ
あ
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
久
し
く
」
に
作

る
。 
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㉞
京
本
・
慶
本
は
「
や
ま
い
」
、
東
本
は
「
病
」
に
作
る
。 

㉟
京
本
は
「
と
し
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
年
」
に
作
る
。 

㊱
京
本
は
「
も
の
な
り
」
、
慶
本
は
「
も
の
也
」
、
東
本
は
「
物

也
」
に
作
る
。 

㊲ 

東
本
に
は
な
い
。 

㊳
京
本
・
東
本
は
「
の
よ
く
」
、
慶
本
は
「
の
（
乃
）
能
」
に
作

る
。 

㊴
京
本
・
慶
本
は
「
よ
ろ
こ
び
」
、
東
本
は
「
歓
」
に
作
る
。 

㊵
京
本
・
慶
本
は
「
う
れ
ひ
」
、
東
本
は
「
愁
」
に
作
る
。 

㊶
京
本
・
東
本
は
「
花
」
、
慶
本
は
「
華
」
に
作
る
。 

㊷
京
本
に
は
「
も
と
」
と
い
う
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
。 

㊸
京
本
・
慶
本
は
「
も
の
」
、
東
本
は
「
物
」
に
作
る
。 

㊹
京
本
は
「
ほ
か
」
、
東
本
は
「
外
」
、
慶
本
は
「
外
に
」
に
作

る
。 

㊺
京
本
は
「
わ
が
物
」
、
慶
本
は
「
我
も
の
」
、
東
本
は
「
我

物
」
に
作
る
。 

 

［
十
三
］
陶
隠
居
云
く
①

、
道
家
さ
ら
に
生
を
養
う
②

旨
③

あ

り
。
第
一
、
い
か
（
怒
）
り
す
く
（
少
）
（
一
三
ウ
）
な
か
ら
し

む
④

の
み
。 

【
校
異
】 

①
京
本
・
東
本
は
「
い
は
く
」
、
慶
本
は
「
云
く
」
に
作
る
。 

②
京
本
は
「
や
し
な
う
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
養
う
」
に
作
る
。 

③ 

京
本
・
慶
本
は
「
む
ね
」
、
東
本
は
「
む
し
〇
（
マ
マ
）
」

に
作
る
。 

④
東
本
に
「
る
」
あ
る
。
東
本
八
オ
。 

 

［
十
四
］
心
①

し
ず
（
静
）
か
な
れ
ば
、
神
②

よ
ろ
こ
ぶ
。
神
よ

ろ
こ
ぶ
時
③

は
、
福
、
④

生
す
。
人
、
よ
く
毒
性
を
化
し
て
、
死

を
救
い
、
喜
神
を
や
し
な
（
養
）
っ
て
⑤

、
生
を
の
べ
ば
、
か
な

ら
（
必
）
ず
⑥

（
一
四
オ
）
身
の
わ
ざ
わ
（
災
）
い
⑦

を
さ
（
去
）

り
、
か
ね
て
人
の
う
れ
い
⑧

を
も
除
⑨

か
ん
。 

【
校
異
】 

①
京
本
は
「
こ
こ
ろ
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
心
」
に
作
る
。 

②
京
本
に
「
た
ま
し
い
」
と
い
う
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
と
き
」
、
東
本
は
「
時
」
に
作
る
。 

④
京
本
に
「
さ
い
わ
い
」
と
い
う
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
。 

⑤
京
本
・
慶
本
は
「
や
し
な
う
て
」
・
東
本
は
「
や
し
な
ひ
て
」

に
作
る
。 

⑥
京
本
・
慶
本
は
「
か
な
ら
ず
」
、
東
本
は
「
必
」
に
作
る
。 

⑦
京
本
・
慶
本
は
「
わ
ざ
わ
い
」
・
東
本
は
「
わ
か
ひ
」
に
作

る
。 

⑧
京
本
・
慶
本
は
「
う
れ
ひ
」
、
東
本
は
「
愁
」
に
作
る
。 
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⑨
京
本
・
慶
本
は
「
の
ぞ
か
ん
」
、
東
本
は
「
除
か
ん
」
に
作

る
。 

 

［
一
五
］
九
十
餘
の
老
人
あ
り
。
諸
事
、
少
年
に
お
と
（
劣
）
ら

ず
①

。
こ
れ
に
養
生
を
問
う
曰
く
②

、
食
を
喫
す
る
に
こ
ま
（
細
）

か
に
（
一
四
ウ
）
か
（
噛
）
み
、
し
ず
（
静
）
か
に
の
（
飲
）
む

べ
し
。
か
く
の
こ
ど
（
如
）
く
な
れ
ば
、
精
味
、
脾
胃
に
散
し
、

華
③

色
は
た
え
に
満み

つ

④

。
も
し
あ
ら
（
粗
）
く
は
や
（
早
）
け
れ

ば
、
只
⑤

糟
粕
と
な
っ
て
⑥

、
腸
胃
に
み
ち
（
道
）
ふ
さ
（
塞
）

が
る
の
み
（
一
五
オ
）
。
泰
西
水
が
飲
食
に
「
三
化
」
あ
り
と
い

う
⑦

も
こ
れ
⑧

な
り
⑨

。
「
烹
煮
糜
爛
」
と
云
て
、
よ
く
物
を
に

（
煮
）
る
こ
と
。
こ
れ
⑩

、
「
火
化
」
と
い
う
⑪

。
「
細
嚼
緩
咽
」

と
云
て
、
細
か
に
か
（
噛
）
み
し
ず
（
閑
）
か
⑫

に
の
（
呑
）
む

⑬

こ
と
⑭

。
こ
れ
⑮

を
「
口
化
」
と
い
う
⑯

。
「
蒸
変
（
一
五
ウ
）

伝
送
」
と
云
て
、
脾
胃
に
て
こ
な
す
こ
と
⑰

。
こ
れ
⑱

を
「
胃

化
」
⑲

と
い
う
⑳

。
唯
㉑

よ
く
烹に

熟
㉒

し
た
る
物
を
し
ず
（
閑
）
か

㉓

に
食
す
れ
ば
、
脾
胃
を
労
せ
ず
、
臓
腑
潤
い
て
㉔

、
気
血
を
生

す
（
一
六
オ
）
。 

【
校
異
】 

①
「
少
年
に
お
と
ら
ず
」
に
つ
い
て
、
東
本
に
は
、
「
お
年
も
わ

か
ら
ず
」
に
作
る
。 

②
京
本
は
「
と
ふ
い
は
く
」
、
慶
本
は
「
問
ふ
い
は
く
」
、
東
本

は
「
問
、
答
て
云
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
東
本
は
「
華
」
、
慶
本
は
「
花
」
に
作
る
。 

④
京
本
は
「
満
」
、
慶
本
は
「
充
」
、
東
本
は
「
み
つ
」
に
作

る
。 

⑤
東
本
に
は
「
只
」
が
な
い
。 

⑥
京
本
・
慶
本
は
「
な
り
て
」
・
東
本
は
「
成
て
」
に
作
る
。 

⑦
京
本
・
慶
本
は
「
い
う
」
、
東
本
は
「
云
」
に
作
る
。 

⑧
京
本
・
東
本
は
「
是
」
、
慶
本
は
「
こ
れ
」
に
作
る
。 

⑨
京
本
・
慶
本
は
「
な
り
」
、
東
本
は
「
也
」
に
作
る
。 

⑩
東
本
に
は
「
ヲ
」
が
あ
る
。 

⑪ 

京
本
・
慶
本
は
「
い
う
」
、
東
本
は
「
云
」
に
作
る
。 

⑫
京
本
・
慶
本
は
「
し
ず
か
に
」
、
東
本
は
「
閑
に
」
に
作
る
。 

⑬ 

京
本
・
慶
本
は
「
の
む
」
、
東
本
は
「
呑
」
に
作
る
。 

⑭
諸
本
は
「
事
」
に
作
る
が
、
こ
こ
は
「
こ
と
」
に
す
る
。 

⑮
京
本
・
慶
本
は
「
こ
れ
」
、
東
本
は
「
是
」
に
作
る
。 

⑯
京
本
・
慶
本
は
「
い
う
」
、
東
本
は
「
云
」
に
作
る
。 

⑰ 

京
本
は
「
こ
と
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
事
」
に
作
る
。 

⑱
京
本
・
東
本
は
「
是
」
、
慶
本
は
「
こ
れ
」
に
作
る
。 

⑲
京
本
に
は
「
化
」
と
い
う
字
が
な
い
。
慶
本
と
東
本
に
よ
り
補

う
。
東
本
九
オ
、
慶
本
六
オ
。 

⑳
京
本
・
慶
本
は
「
い
う
」
、
東
本
は
「
云
」
に
作
る
。 
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㉑
京
本
と
東
本
に
は
「
唯
」
に
作
る
が
、
慶
本
に
は
「
只
」
に
作

る
。
東
本
九
オ
、
慶
本
六
オ
。 

㉒
京
本
は
「
烹
じ
ゅ
く
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
烹
熟
」
に
作
る
。 

㉓
京
本
・
慶
本
は
「
し
ず
か
に
」
、
東
本
は
「
閑
に
」
に
作
る
。 

㉔
京
本
は
「
う
る
を
ひ
て
」
、
慶
本
は
「
を
う
る
お
ひ
て
」
、
東

本
は
「
に
ほ
ひ
て
」
に
作
る
。 

 

［
一
六
］
『
衛
生
歌
』
に
曰
く
①

、
「
長
生
を
も
と
（
求
）
め
ん

と
せ
ば
、
ま
ず
②

性
を
い
ま
し
（
戒
）
め
よ
。
火
い
で
③

ざ
れ
ば
、

神
お
の
ず
か
ら
定
ま
る
④

。
木
、
も
し
火
を
さ
れ
ば
、
灰
と
な
ら

ず
。
人
よ
く
性
を
い
ま
し
（
戒
）
む
れ
ば
、
ま
た
⑤

命
を
延
ぶ
⑥

」

（
一
六
ウ
）
。 

【
校
異
】 

①
京
本
は
「
い
は
く
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
云
」
に
作
る
。 

②
京
本
は
「
ま
ず
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
先
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
い
で
」
、
東
本
は
「
出
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
東
本
は
「
さ
だ
ま
る
」
、
慶
本
は
「
定
る
」
に
作
る
。 

⑤
京
本
は
「
ま
た
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
又
」
に
作
る
。 

⑥
京
本
・
慶
本
は
「
の
ぶ
」
、
東
本
は
「
延
」
に
作
る
。 

 

［
一
七
］
菓
類
の
益
あ
る
も
の
①

は
、
龍
眼
肉
第
一
な
り
②

。
但

し
③

、
用
様
④

に
て
い
よ
い
よ
益
あ
り
。
龍
眼
⑤

一
つ
ば
か
り
、

口
中
に
ふ
く
（
含
）
み
、
其
⑥

汁
を
吮
の
（
飲
）
む
こ
と
⑦

、
幼

少
の
乳
を
の
（
呑
）
む
⑧

が
ご
と
く
す
べ
し
。
か
わ
き
を
や
め
、

潤
を
（
一
七
オ
）
ま
し
、
大
き
⑨

に
心
を
や
し
な
（
養
）
う
。
誠

に
こ
れ
⑩

現
成
底
の
「
帰
脾
湯
」
也
。
も
し
用
様
を
し
（
知
）
ら

ず
、
み
だ
り
に
多
く
食
⑪

せ
ば
、
胸
を
⑫

な
ず
（
泥
）
む
事
あ

り
。 

【
校
異
】 

①
京
本
と
慶
本
に
は
「
も
の
」
に
作
る
が
、
東
本
に
は
「
物
」
に

作
る
。 

②
京
本
は
「
な
り
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
也
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
但
」
、
東
本
は
「
但
し
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
東
本
は
「
用
様
」
、
慶
本
は
「
用
ひ
や
う
」
に
作
る
。 

⑤
京
本
・
東
本
は
「
龍
眼
」
、
慶
本
は
「
龍
眼
肉
」
に
作
る
。 

⑥
京
本
・
慶
本
は
「
其
」
、
東
本
は
「
そ
の
」
に
作
る
。 

⑦
京
本
は
「
こ
と
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
事
」
に
作
る
。 

⑧
京
本
・
慶
本
は
「
の
む
」
、
東
本
は
「
呑
む
」
に
作
る
。 

⑨
京
本
・
東
本
は
「
大
き
に
」
、
慶
本
は
「
大
に
」
に
作
る
。 

⑩
京
本
は
「
こ
れ
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
是
」
に
作
る
。 

⑪
京
本
に
は
「
お
ほ
く
」
、
慶
本
に
は
「
多
く
」
に
作
る
が
、
東

本
は
「
夕
食
」
に
作
る
。
理
解
し
や
す
さ
を
考
え
て
、
「
多

く
」
に
す
る
。 

⑫
京
本
は
「
を
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
に
」
に
作
る
。 
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［
一
八
］
人
生
、
た
と
え
ば
一
場
の
宴
席
の
ご
と
し
（
一
八

オ
）
、
酒
を
の
（
飲
）
む
こ
と
多
少
①

同
じ
②

か
ら
ざ
れ
ど
も
、

同
時
③

に
し
て
散
す
。
欲
事
、
多
少
同
じ
④

か
ら
さ
れ
ど
も
、
同

時
に
し
て
死
す
。
ひ
と
り
み
ず
や
。
席
を
の
が
る
る
も
の
を
。

（
一
八
オ
） 

【
校
異
】 

①
京
本
・
慶
本
は
「
多
少
」
、
東
本
は
「
す
る
」
に
作
る
。 

②
京
本
・
慶
本
は
「
お
な
じ
」
、
東
本
は
「
同
じ
」
に
作
る
。 

③
京
本
は
「
同
事
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
同
時
」
に
作
る
。 

④
京
本
は
「
お
な
じ
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
同
じ
」
に
作
る
。 

 

［
一
九
］
湧
泉
の
二
穴
、
あ
し
（
足
）
の
う
ら
（
裏
）
の
真
中
よ

り
一
寸
ほ
ど
上
に
あ
り
。
精
気
の
生
ず
る
所
な
り
①

。

依
よ
っ
て

之こ

れ

平
生

あ
し
（
足
）
の
う
ら
（
裏
）
を
②

ひ
や
す
べ
か
ら
ず
。
常
に
③

童

男
稚
女
の
あ
た
た
（
暖
）
か
な
る
手
に
て
擦
す
る
べ
し
（
一
八

ウ
）
。
④

但
此
時
必
欲
火
を
お
（
起
）
こ
る
に
な
か
れ
。 

【
校
異
】 

①
「
精
気
の
生
ず
る
所
な
り
」
と
い
う
文
は
、
慶
本
に
は
な
い
。 

②
「
精
気
」
か
ら
「
う
ら
を
」
ま
で
、
慶
本
に
は
な
い
。 

③
東
本
に
は
な
い
。 

④
以
下
は
東
本
し
か
な
い
。 

 

［
二
〇
］
林
英
と
云
人
、
年
①

を
の
ぶ
る
た
め
に
致
仕
す
。
行

歩
、
壮
に
、
か
た
ち
（
形
）
、
健
な
り
②

。
人
、
そ
の
③

術
を
と

（
問
）
う
い
わ
（
曰
）
く
、
「
我
④

、
た
だ
⑤

平
生
心
に
な
や

（
悩
）
み
な
し
。
た
と
へ
ば
、
明
が
⑥

、
飯
の
喫
す
る
な
き
と
て

も
、
ま
た
⑦

う
れ
（
憂
）
え
ず
こ
と
⑧

（
一
九
オ
）
い
た
（
至
）

れ
ば
、
こ
れ
を
や
り
て
、
適
⑨

然
と
し
て
、
胸
中
に
⑩

と
ど
め

ず
。 

【
校
異
】 

① 

京
本
と
慶
本
に
は
「
年
」
に
作
る
が
、
東
本
に
は
「
寿
」
に

作
る
。 

②
京
本
・
慶
本
は
「
な
り
」
、
東
本
は
「
也
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
東
本
は
「
そ
の
」
、
慶
本
は
「
其
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
慶
本
は
「
わ
れ
」
、
東
本
は
「
我
」
に
作
る
。 

⑤
京
本
・
慶
本
は
「
但
」
、
東
本
は
「
た
だ
」
に
作
る
。 

⑥ 

京
本
・
東
本
は
「
明
が
、
」
、
慶
本
は
「
明
日
の
」
に
作

る
。 

⑦
京
本
・
東
本
は
「
ま
た
」
、
慶
本
は
「
亦
」
に
作
る
。 

⑧
京
本
・
慶
本
は
「
事
」
、
東
本
は
「
こ
と
」
に
作
る
。 

⑨
東
本
に
「
遍
」
に
作
る
。 

⑩
東
本
に
は
「
に
」
が
な
い
。 
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［
二
一
］
養
生
の
具
は
水
と
火
と
の
如
し
①

、
欠
く
か
ら
ず
②

。

す
ぐ
③

れ
ば
反
て
害
を
な
す
。 

【
校
異
】 

①
京
本
は
「
ご
と
し
」
、
慶
本
は
「
如
し
」
に
作
る
。 

②
東
本
は
簡
略
し
て
連
写
し
て
い
る
か
、
幾
つ
か
の
字
が
欠
け
て

い
る
か
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

③
京
本
は
「
す
ぐ
れ
ば
」
、
慶
本
は
「
過
れ
ば
」
に
作
る
。 

 

［
二
二
］
或
人
、
恵
海
①

禅
師
に
と
（
問
）
う
、
「
道
を
修
す

（
一
九
ウ
）
る
こ
と
②

、
如
何
し
て
か
功
あ
る
」
。
師
い
わ
く
、

「
飢
来
吃
飯
、
困
来
眠
。
」
い
わ
く
、
「
人
み
な
③

か
く
の
如
し

④

、
何
ぞ
功
と
い
う
こ
と
⑤

が
あ
ら
ん
⑥

。
」
い
わ
く
、
「
同
じ
⑦

か
ら
ず
、
他
吃
す
る
と
き
⑧

、
あ
え
て
吃
せ
ず
、
百
種
須
索
。
ね

む
る
時
（
二
〇
オ
）
、
あ
え
て
ね
む
ら
ず
、
千
般
計
較
⑨

。
ま
こ

と
に
⑩

此
語
常
に
説
く
⑪

と
い
え
ど
も
、
体
認
す
る
も
の
⑫

す
く

な
し
。
若
能
⑬

受
用
せ
ば
養
生
そ
の
う
ち
⑭

に
あ
ら
む
⑮

。 

【
校
異
】 

①
京
本
・
慶
本
は
「
海
」
、
東
本
は
「
河
」
に
作
る
。 

②
京
本
・
慶
本
は
「
す
る
事
」
、
東
本
は
「
す
れ
も
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
み
な
」
、
東
本
は
「
皆
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
東
本
は
「
ご
と
し
」
、
慶
本
は
「
如
し
」
に
作
る
。 

⑤
京
本
は
「
い
う
こ
と
」
、
東
本
は
「
云
事
」
、
慶
本
は
「
い
う

事
」
に
作
る
。 

⑥
京
本
・
慶
本
は
「
あ
ら
ん
」
、
東
本
は
「
を
得
ん
」
に
作
る
。 

⑦
京
本
・
慶
本
は
「
お
な
じ
」
、
東
本
は
「
同
じ
」
に
作
る
。 

⑧
京
本
に
は
「
と
き
」
、
他
本
に
は
「
時
」
に
作
る
。 

⑨
慶
本
は
「
す
」
が
あ
る
。 

⑩
京
本
・
東
本
は
「
ま
こ
と
に
」
、
慶
本
は
「
ま
事
に
」
に
作

る
。 

⑪ 

京
本
は
「
と
く
」
、
慶
本
は
「
説
」
、
東
本
は
「
い
ふ
」
に

作
る
。 

⑫
京
本
・
慶
本
は
「
も
の
」
、
東
本
は
「
物
」
に
作
る
。 

⑬ 

京
本
は
「
若
能
」
、
慶
本
は
「
も
し
能
」
、
東
本
は
「
も
し

よ
く
」
に
作
る
。 

⑭
京
本
・
慶
本
は
「
う
ち
」
、
東
本
は
「
内
」
に
作
る
。 

⑮
京
本
は
「
む
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
ん
」
に
作
る
。 

 

［
二
三
］
百
病
夭
横
お
お
（
多
）
く
は
飲
食
に
よ
る
（
二
〇
ウ
）
。

飲
食
の
わ
ざ
わ
（
災
）
い
を
な
す
こ
と
、
声
色
に
す
ぎ
た
り
。
声

色
は
絶
す
べ
し
、
飲
食
は
一
日
も
廃
①

す
べ
か
ら
ず
。
こ
の
②

ゆ

え
に
、
益
を
な
す
こ
と
お
お
（
多
）
く
、
わ
ざ
わ
い
を
な
す
こ
と

も
亦
お
お
（
多
）
し
③

（
二
一
オ
）
。 
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【
校
異
】 

①
京
本
に
「
す
つ
」
と
い
う
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
が
、
東
本
に
は

「
捨
べ
か
ら
ず
」
、
慶
本
に
は
「
廃
す
べ
か
ら
ず
」
に
作

る
。 

②
京
本
・
慶
本
は
「
こ
の
」
、
東
本
は
「
此
」
に
作
る
。 

③
京
本
は
「
お
お
し
」
、
慶
本
は
「
多
し
」
、
東
本
は
「
多
也
」

に
作
る
。 

 

［
二
四
］
① 

年
を
の
べ
ん
と
要
せ
ば
、
唯
能
②

気
を
や
し
な

（
養
）
う
べ
し
。
気
を
や
し
な
（
養
）
え
ば
、
精
神
と
も
に
③

生

す
。
こ
の
故
④

に
、
気
は
神
の
祖
、
精
は
気
の
子
と
云
り
⑤

。 

【
校
異
】 

①
東
本
に
は
、
こ
の
項
目
が
な
い
。 

②
京
本
に
は
「
唯
能
気
を
」
、
慶
本
に
は
「
只
気
を
能
く
」
に
作

る
。 

③
京
本
は
「
と
も
」
、
慶
本
は
「
と
も
に
」
に
作
る
。 

④
京
本
は
「
ゆ
え
」
、
慶
本
は
「
故
」
に
作
る
。 

⑤
京
本
は
「
云
り
」
、
慶
本
は
「
い
え
り
」
に
作
る
。 

 

［
二
五
］
① 

人
生
元
気
を
う
（
受
）
く
る
所
、
な
が
（
長
）

く
、
み
じ
か
（
短
）
き
あ
り
。
た
だ
利
欲
貪
愛
の
た
め
に
、
元
気

を
け
つ
ら
れ
、
な
が
（
長
）
き
も
の
は
み
じ
か
（
短
）
く
、
み
じ

か
（
短
）
き
も
の
は
せ
ま
（
迫
）
る
。
そ
の
②

天
年
を
お
（
終
）

え
ず
し
て
死
す
。
豈
③

い
た
（
痛
）
ま
し
か
ら
ざ
ら
ん
④
や
。
是

を
も
つ
て
（
二
二
オ
）
、
聖
智
の
人
、
養
生
と
い
う
こ
と
あ
り
。 

【
校
異
】 

①
東
本
に
は
、
こ
の
項
目
が
な
い
。 

②
京
本
は
「
そ
の
」
、
慶
本
は
「
其
」
に
作
る
。 

③
京
本
は
「
あ
に
」
、
慶
本
は
「
豈
」
に
作
る
。 

④
京
本
は
「
ら
ん
」
、
慶
本
は
「
ら
む
」
に
作
る
。 

 

［
二
六
］
① 

行
住
座
臥
、
一
意
に
し
て
散
せ
ず
。
か
た
（
固
）

く
丹
田
を
守
れ
ば
、
津
を
生
し
、
気
を
生
す
。
か
た
ち
（
形
）
、

さ
か
ん
な
る
べ
く
、
老
に
た
（
耐
）
ゆ
べ
し
。
こ
れ
呼
吸
を
ま
も

（
守
）
っ
て
（
二
二
ウ
）
、
丹
田
を
や
し
な
（
養
）
う
事
也
。 

【
校
異
】 

①
東
本
に
は
、
こ
の
項
目
が
な
い
。 

 

［
二
七
］
思
お
お
慮
の
害
は
、
酒
色
よ
り
も
は
な
は
（
甚
）
だ

し
。
思
慮
（
多
）
き
①

時
②

は
、
心
火
の
ぼ
る
。
心
火
、
の
ぼ
れ

ば
、
腎
水
、
下
に
か
る
③

。
心
と
腎
と
ま
じ
（
交
）
わ
ら
ざ
れ
ば

人
理
絶
す
（
二
三
オ
）
。 

【
校
異
】 

①
京
本
は
「
お
お
き
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
多
き
」
に
作
る
。 
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②
京
本
は
「
と
き
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
時
」
に
作
る
。 

③
京
本
は
「
さ
が
る
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
か
る
」
に
作
る
。 

 

［
二
八
］
人
も
し
欲
と
怒
と
過
ぎ
し
①

後の

ち

の
お
も
（
思
）
い
を
な

さ
②

ば
、
た
ま
し
い
（
魂
）
、
お
の
（
自
）
ず
か
ら
清
く
、
気
、

お
の
（
自
）
ず
か
ら
平
か
な
ら
な
む
③

。 

【
校
異
】 

①
京
本
・
慶
本
は
「
す
ぎ
し
」
、
東
本
は
「
過
し
」
に
作
る
。 

②
東
本
に
は
「
寸
（
ず
）
」
が
あ
る
。
東
本
一
二
オ
。 

③
京
本
は
「
平
ら
か
な
ら
む
」
、
東
本
は
「
平
ら
か
な
ら
ん
」
、

慶
本
は
「
平
な
ら
む
」
に
作
る
。 

 

［
二
九
］
養
生
の
術
、
種
々
多
し
①

と
い
へ
ど
も
、
唯
②

、
心
を

う
ご
（
動
）
か
さ
ざ
る
③

を
も
つ
て
④

（
二
三
ウ
）
、
専
と
せ
よ
。

た
と
え
ば
、
泰
山
、
前
に
く
ず
れ
か
か
る
と
も
動
か
ず
。
況
わ
ん

や
⑤

わ
ず
か
の
⑥

こ
と
に
ひ
か
れ
、
愁
い
⑦

嗔
り
⑧

を
な
さ
ん
や
。

む
か
し
（
昔
）
、
康
仲
俊
、
年
八
十
あ
ま
り
、
き
わ
（
極
）
め
て

清
健
⑨

也
（
二
四
オ
）
。
み
ず
か
ら
い
う
、
わ
（
若
）
か
り
し
折

⑩

、
『
千
字
文
』
を
よ
（
読
）
む
に
よ
っ
て
⑪

さ
と
（
悟
）
る
こ

と
⑫

あ
り
。
所
謂
「
心
動
神
疲
」
と
い
う
⑬

四
字
也
⑭

。
平
生
、

事
⑮

に
あ
っ
て
、
い
ま
（
未
）
だ
か
つ
（
嘗
）
て
心
を
う
ご
（
動
）

か
さ
ず
。
こ
の
ゆ
え
に
⑯

、
老
て
⑰

お
と
ろ
（
衰
）
え
ず
と
（
二

四
ウ
）
い
う
⑱

。 

【
校
異
】 

①
京
本
・
慶
本
は
「
お
お
し
」
、
東
本
は
「
多
し
」
に
作
る
。 

②
京
本
は
「
唯
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
只
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
う
こ
か
さ
ざ
る
」
、
東
本
は
「
う
こ
か
さ
ざ

れ
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
慶
本
は
「
も
つ
て
」
、
東
本
は
「
以
テ
」
に
作
る
。 

⑤
東
本
は
「
況
わ
ん
や
」
、
他
本
は
「
い
わ
ん
や
」
に
作
る
。 

⑥
京
本
・
慶
本
は
「
の
」
・
東
本
は
「
な
」
に
作
る
。 

⑦
京
本
・
慶
本
は
「
う
れ
い
」
、
東
本
は
「
愁
」
に
作
る
。 

⑧
京
本
・
慶
本
は
「
い
か
り
」
、
東
本
は
「
瞋
」
に
作
る
。 

⑨
京
本
・
慶
本
は
「
清
健
」
、
東
本
は
「
健
」
に
作
る
。 

⑩
京
本
・
東
本
は
「
折
」
、
慶
本
は
「
お
り
」
に
作
る
。 

⑪ 

京
本
・
慶
本
は
「
よ
つ
て
」
、
東
本
は
「
因
」
に
作
る
。 

⑫
諸
本
は
「
事
」
に
作
る
が
、
現
代
語
の
習
慣
に
従
っ
て
「
こ

と
」
と
す
る
。 

⑬ 

京
本
・
東
本
は
「
と
云
」
、
慶
本
は
「
と
い
う
」
に
作
る
。

ま
た
、
京
本
に
は
、
「
四
字
也
」
が
「
云
」
の
そ
ば
に
小
さ

い
字
で
書
か
れ
て
あ
る
。 

⑭
京
本
・
東
本
は
「
也
」
、
慶
本
は
「
な
り
」
に
作
る
。 

⑮
京
本
・
慶
本
は
「
事
」
、
東
本
は
「
こ
と
」
に
作
る
。 
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⑯
京
本
・
慶
本
は
「
こ
の
ゆ
へ
に
」
、
東
本
は
「
此
故
ニ
」
に
作

る
。 

⑰ 
京
本
・
慶
本
は
「
老
て
」
、
東
本
は
「
老
」
に
作
る
。 

⑱ 

京
本
・
慶
本
は
「
と
い
ふ
」
、
東
本
は
「
ト
云
」
に
作
る
。 

 

［
三
〇
］
彭
祖
い
わ
く
、
生
を
や
し
な
（
養
）
う
道
は
、
こ
れ
①

を
損
な
う
こ
と
②

な
き
③

の
み
④

。 

【
校
異
】 

①
京
本
・
慶
本
は
「
こ
れ
」
、
東
本
は
「
是
」
に
作
る
。 

②
諸
本
は
「
事
」
に
作
る
が
、
現
代
語
の
習
慣
に
従
っ
て
「
こ

と
」
と
す
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
な
き
」
、
東
本
は
「
な
か
れ
」
に
作
る
。 

④
東
本
に
は
「
な
か
れ
と
の
み
」
、
他
本
に
は
「
な
き
の
み
」
に

作
る
。
東
本
一
二
ウ
、
慶
本
九
オ
。 

 

［
三
一
］
「
呵
呼
呬
嘘
嘻
吹
」
「
延
年
六
字
」
の
訣け

つ

と
い
う
こ
と

①

あ
り
。
そ
の
②

法
、
口
に
て
息
③

を
（
二
五
オ
）
は
（
吐
）
き
、

鼻
に
て
息
④

を
吸
。
な
が
（
長
）
く
た
も
（
保
）
ち
、
お
こ
な

（
行
）
え
ば
、
お
の
（
自
）
ず
か
ら
益
あ
り
。
そ
の
ゆ
え
⑤

は
、

お
の
お
の
（
各
各
）
臓
腑
の
本
よ
り
出
入
す
る
呼
吸
な
れ
ば
な
り

⑥

。
凡
此
六
つ
の
文
字
⑦

を
念
す
る
こ
と
⑧

、
何
も
⑨

し
ず
か
⑩

な

（
二
五
ウ
）
る
に
よ
ろ
し
。
こ
え
（
声
）
⑪

あ
ら
く
急
に
す
れ

ば
、
却
て
益
な
し
。
た
だ
⑫

我
⑬

も
そ
の
こ
え
（
声
）
⑭

を
き

（
聞
）
か
ざ
る
か
ご
と
く
せ
よ
。
内
に
引
息
⑮

は
、
猶
⑯

閑
か
⑰

な
る
に
⑱

よ
し
。
「
呵
」
は
心
を
治
し
、
「
呼
」
は
脾
を
治
し
、

「
呬
」
は
肺
を
（
二
六
オ
）
治
し
、
「
吹
」
は
腎
を
治
す
。
但
、

此
六
字
は
よ
ろ
し
く
唐
音
に
て
念
す
べ
し
。
自
然
と
そ
の
⑲

声
に

か
な
（
叶
）
う
⑳

も
の
㉑

な
り
㉒

。
一
㉓

、
「
ほ
お
う
」
、
「
呵
」

也
。
一
、
「
ふ
う
」
、
「
呼
」
也
。
一
、
「
ひ
」
、
「
呬
」
也
。

一
、
「
ひ
ゆ
」
、
嘘
也
。
一
、
「
ひ
い
い
」
、
嘻
也
。
一
、
「
つ

ふ
い
」
、
吹
也
（
二
六
ウ
）
。
こ
れ
㉔

唐
音
な
り
。
い
づ
れ
も
一

字
ご
と
に
六
度
ず
つ
念
す
㉕

。
こ
れ
㉖

を
一
小
周
と
い
う
。
そ
れ

よ
り
次
第
に
六
六
三
百
六
十
の
数
を
竟
㉗

。
尤
、
此
数
あ
り
と
い

え
ど
も
、
か
か
わ
る
べ
か
ら
ず
。
只
、
心
の
趣
き
㉘

に
（
二
七

オ
）
ま
か
（
任
）
す
べ
し
。
心
、
鬱
し
た
る
時
は
、
「
呵
」
を
念

ぜ
よ
。
心
の
う
ち
㉙

の
毒
を
散
す
。
食
後
に
は
、
「
呼
」
を
念
ぜ

よ
。
食
毒
を
消
す
。
餘
は
そ
の
㉚

類
に
な
ら
え
。 

【
校
異
】 

①
京
本
は
「
と
い
ふ
こ
と
」
、
慶
本
は
「
と
い
ふ
事
」
、
東
本
は

「
と
云
事
」
に
作
る
。 

②
京
本
は
「
そ
の
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
其
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
い
き
」
、
東
本
は
「
息
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
慶
本
は
「
い
き
」
、
東
本
は
「
息
」
に
作
る
。 

⑤
京
本
・
慶
本
は
「
そ
の
ゆ
え
」
、
東
本
は
「
其
故
」
に
作
る
。 
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⑥
京
本
は
「
な
り
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
也
」
に
作
る
。 

⑦
京
本
・
慶
本
は
「
六
つ
の
文
字
」
、
東
本
は
「
六
文
字
」
に
作

る
。 

⑧
京
本
は
「
こ
と
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
事
」
に
作
る
。 

⑨
京
本
・
慶
本
は
「
何
も
」
、
東
本
は
「
い
つ
れ
も
」
に
作
る
。 

⑩
京
本
・
慶
本
は
「
し
ず
か
」
、
東
本
は
「
閑
か
」
に
作
る
。 

⑪
京
本
・
慶
本
は
「
こ
え
」
、
東
本
は
「
声
」
に
作
る
。 

⑫
京
本
・
東
本
は
「
た
だ
」
、
慶
本
は
「
只
」
に
作
る
。 

⑬
京
本
は
「
わ
れ
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
我
」
に
作
る
。 

⑭
京
本
は
「
こ
え
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
声
」
に
作
る
。 

⑮
京
本
は
「
引
い
き
」
、
慶
本
は
「
ひ
く
い
き
」
、
東
本
は
「
引

息
」
に
作
る
。 

⑯
京
本
・
東
本
は
「
猶
」
、
慶
本
は
「
な
お
」
に
作
る
。 

⑰
京
本
・
慶
本
は
「
し
ず
か
」
、
東
本
は
「
閑
か
」
に
作
る
。 

⑱
東
本
に
は
「
に
」
が
な
い
。 

⑲
京
本
は
「
そ
の
」
、
慶
本
は
「
此
」
、
東
本
は
「
其
」
に
作

る
。 

⑳
京
本
・
慶
本
は
「
か
な
う
」
、
東
本
は
「
叶
」
に
作
る
。 

㉑ 

京
本
・
慶
本
は
「
も
の
」
、
東
本
は
「
物
」
に
作
る
。 

㉒ 

京
本
・
慶
本
は
「
也
」
、
東
本
は
「
な
り
」
に
作
る
。 

㉓
京
本
・
慶
本
は
「
一
」
、
東
本
は
「
〇
」
に
作
る
。
後
も
同
様

で
あ
る
。 

㉔
京
本
・
慶
本
は
「
こ
れ
」
、
東
本
は
「
是
」
に
作
る
。 

㉕ 

東
本
に
は
小
字
で
「
一
字
ご
と
に
六
度
ず
つ
念
す
」
と
書
い

て
あ
る
。 

㉖
京
本
は
「
こ
れ
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
是
」
に
作
る
。 

㉗ 

慶
本
に
は
「
竟
る
」
に
作
る
。 

㉘
京
本
・
慶
本
は
「
お
も
む
き
」
、
東
本
は
「
趣
」
に
作
る
。 

㉙
京
本
は
「
う
ち
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
内
」
に
作
る
。 

㉚
京
本
は
「
そ
の
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
其
」
に
作
る
。 

 

［
三
二
］
① 

養
生
禁
忌
の
理
、
小
節
の
常
と
い
う
（
二
七
ウ
）

ど
も
、
ま
た
②

大
道
の
要
あ
り
。
わ
ず
か
の
益
と
い
っ
て
、
お
さ

め
ず
ん
ば
あ
ら
じ
。
わ
ず
か
③

の
失
と
い
っ
て
、
ふ
せ
（
防
）
か

ず
ん
ば
あ
ら
じ
。
小
事
と
い
う
ど
も
、
但
④

久
し
く
⑤

ま
も
（
守
）

れ
、
よ
し
。
お
の
ず
か
ら
効
あ
ら
ん
（
二
八
オ
）
。 

【
校
異
】 

①
東
本
に
は
項
目
番
号
が
な
い
。
三
十
番
の
「
彭
祖
」
云
々
に
続

く
。 

②
京
本
・
慶
本
は
「
ま
た
」
、
東
本
は
「
又
」
に
作
る
。 

③
京
本
・
慶
本
は
「
わ
ず
か
」
、
東
本
は
「
纔
」
に
作
る
。 

④
京
本
・
慶
本
は
「
但
」
、
東
本
は
「
只
」
に
作
る
。 

⑤
京
本
は
「
久
敷
」
、
慶
本
・
東
本
は
「
久
し
く
」
に
作
る
。 
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［
玄
光
跋
文
］ 

題
養
生
篇
① 

斗
膽
所
著
之
『
養
生
編
』
者
、
蓋
因
太
上
皇
②

之
命
所
述
也
。
其

言
不
出
民
生
日
用
之
間
、
而
能
如
其
説
行
、
則
上
逮
上
寿
、
下
不

失
中
寿
。
非
老
鍊
于
毉
術
者
、
則
不
能
道
矣
。
斗
膽
、
姓
高
氏
、

名
元
泰
。
斗
膽
者
、
其
字
也
。
早
学
于
大
明
西
湖
独
立
来
游
此

土
、
而
盡
得
其
術
。
又
遊
京
師
、
探
明
医
鉅
儒
之
堂
奥
。
今
日
亹

亹
研
精
于
三
教
聖
人
之
書
、
将
大
有
為
者
也
。
区
区
之
『
養
生
編

③

』
、
不
可
卒
于
斗
膽
。
時 
貞
享
④

丙
寅
二
月
望
独
菴
叟
玄
光

書 【
校
異
】 

①
京
本
は
「
題
養
生
編
後
」
、
慶
本
は
「
題
養
生
篇
」
に
作
る
。 

②
慶
本
は
「
太
上
皇
」
を
平
出
で
書
く
。 

③
京
本
は
「
編
」
、
慶
本
は
「
篇
」
に
作
る
。 

④
京
本
は
「
享
」
、
慶
本
は
「
亨
」
に
作
る
。 

 

［
慶
本
跋
文
］ 

右
養
生
篇
一
巻
ハ
、
伴
大
受
の
許
よ
り
借
て
う
つ
し
ぬ
。
大
受
名

忠
福
、
長
楽
窩
と
号
す
。
父
睡
月
翁
は
極
て
茶
事
に
好
け
る
人
に

て
、
浅
草
金
龍
山
中
に
碑
を
た
て
た
り
し
に
、
大
受
の
い
ま
た
弱

冠
の
頃
に
て
、
碑
文
を
書
せ
し
め
ら
れ
た
り
と
か
た
る
。
大
受
曽

て
京
師
の
邸
管
を
勤
し
時
、
煕
（
？
）
も
遊
学
せ
し
か
ハ
、
深
く

其
懇
切
を
得
た
り
。
そ
ハ
嘉
永
己
酉
よ
り
壬
子
之
春
、
正
月
の
初

に
、
予
は
江
戸
へ
帰
り
来
つ
。
大
受
は
其
夏
帰
ら
れ
た
り
。
い
さ

京
を
舞
せ
ん
と
い
へ
る
に
心
お
き
て
は
い
そ
き
つ
ゝ
、
洛
東
長
楽

寺
へ
碑
を
た
て
ゝ
、
其
面
に
「
夢
」
と
い
ふ
一
大
字
を
書
し
、

「
投
筆
帰
化
江
都
」
と
か
き
す
て
ゝ
、
帰
り
ぬ
と
て
、
長
楽
寺
の

景
色
画
か
き
た
る
も
の
と
も
み
せ
ぬ
。
洛
西
の
瑩
堂
和
尚
、
長
楽

の
二
字
を
筆
と
り
て
、
い
ま
に
其
家
に
額
と
な
し
も
て
り
。
大
受

の
人
と
な
り
、
こ
の
一
つ
を
も
て
も
、
お
の
つ
か
ら
志
る
へ
く
に

な
ん
。 

 

二 

影
印
篇 

※
本
文
最
後
に
掲
載
し
た
。 

 

お
わ
り
に
か
え
て―

『
養
生
編
』
に
関
す
る
問
題
提
起 

  

筆
者
が
成
立
し
た
経
緯
や
写
本
流
伝
の
ル
ー
ト
を
あ
る
程
度
明

ら
か
に
し
た
『
養
生
編
』
は
、
幾
つ
か
の
分
野
に
お
い
て
重
要
な

研
究
価
値
が
あ
る
。
成
立
の
経
緯
か
ら
い
え
ば
、
実
種
は
ど
の
点

に
お
い
て
元
泰
を
評
価
し
た
の
か
、
ま
た
元
泰
と
実
種
、
さ
ら
に

上
皇
と
の
交
流
の
実
態
な
ど
、
日
中
交
流
史
、
日
本
思
想
史
に
お

い
て
は
興
味
深
い
課
題
で
あ
ろ
う
。
近
代
に
な
る
と
、
中
川
徳

基
、
富
士
川
遊
、
土
肥
慶
蔵
、
幸
田
成
友
な
ど
著
名
な
蔵
書
家
、

歴
史
学
者
、
ま
た
は
医
学
者
ら
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
蔵
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書
史
に
お
い
て
も
研
究
に
値
す
る
。
し
か
も
、
京
本
に
は
金
尾
文

淵
堂
の
印
鑑
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
文
淵
堂
が
『
養
生
編
』
を
出
版

し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
近
代
出
版
史
に
お
い

て
も
研
究
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

ほ
か
の
写
本
に
は
多
少
誤
写
し
た
と
こ
ろ
を
訂
正
し
た
痕
跡
が

あ
る
の
に
対
し
て
、
慶
本
は
全
く
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と

か
ら
、
慶
本
は
他
本
と
は
作
成
し
た
姿
勢
が
違
っ
て
お
り
、
重
要

な
伝
本
で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
な
る
。
そ
の
跋
文
に
お
い
て
は
、

伴
大
受
の
と
こ
ろ
で
『
養
生
編
』
を
借
り
て
書
き
写
し
た
こ
と
を

記
し
て
い
る
。
そ
し
て
伴
大
受
の
生
涯
を
記
述
す
る
。
そ
れ
は
伴

大
受
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
唯
一
の
記
録
で
は
な
い
と
、
筆
者
が

伴
大
受
に
つ
い
て
調
べ
る
う
ち
に
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
伴
大
受
が
長
楽
寺
で
碑
を
立
て
て
、
そ
の
面
に
「
夢
」
と

い
う
大
字
を
書
し
、
「
投
筆
帰
化
江
都
」
と
書
い
た
云
々
と
記
し

て
い
る
。
そ
の
「
夢
の
石
碑
」
は
す
で
に
長
楽
寺
の
隣
に
あ
る
円

山
公
園
の
代
表
的
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
た
ほ
ど
有
名
で
あ
る
。

下
記
の
田
中
緑
紅
の
記
述
は
代
表
的
で
あ
る
。 

 

滝
の
南
に
「
夢
」
と
一
字
だ
け
彫
っ
た
岩
が
あ
り
ま
す
。
忠

臣
蔵
浅
野
長
規
の
医
者
寺
井
玄
渓
が
江
戸
か
ら
京
に
来
て
こ

の
辺
に
住
み
、
庭
の
岩
に
夢
と
彫
ら
し
た
と
云
い
ま
す
。
義

士
は
切
腹
し
「
人
生
は
夢
な
り
」
と
こ
の
石
を
残
し
た
と
云

い
ま
す
六

。 

  

し
か
し
、
筆
者
が
円
山
公
園
で
現
地
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
正
面

は
「
夢
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
側
面
に
は
「
嘉
永
壬
子
六

月
、
伴
大
受
擲
筆
帰
化
江
都
。
時
、
年
五
十
」
と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
七

。
そ
れ
は
「
慶
本
跋
文
」
に
記
さ
れ
て
い
る

「
壬
子
之
春
、
正
月
の
初
に
、
予
は
江
戸
へ
帰
り
来
つ
。
大
受
は

其
夏
帰
ら
れ
た
り
」
と
一
致
し
て
い
る
た
め
、
「
慶
本
跋
文
」
は

信
憑
性
が
あ
る
こ
と
の
裏
付
け
に
な
ろ
う
。 

図 1  円山公園「夢の碑」側面  

（ 筆 者 が 二 〇 二二 年 九 月 撮 影 し た も の で あ る ）  
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『
養
生
編
』
は
元
泰
が
そ
の
師
匠
、
独
立
性
易
の
話
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
拙
稿
で
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
内
容
の
出
典
を
考
察
す
れ
ば
、
明
代
の
冷
謙
の
『
修
齢
要

旨
』
や
『
養
生
余
録
』
な
ど
明
代
の
医
学
・
養
生
関
係
の
著
作
だ

け
で
は
な
く
て
、
『
泰
西
水
法
』
の
よ
う
な
水
利
・
科
学
関
係
の

著
作
も
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
独
立
性
易
の
学
問
視
野
の
広

さ
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
『
泰
西
水
法
』
は
当
時
鎖
国
の
日
本
に

お
い
て
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
と
い
う
性
質
で
禁
書
と
さ
れ
て

お
り
、
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
ま
で
識
者
の
間
に
も
そ
の
内
容

が
明
ら
か
で
は
か
な
っ
た
八

。
そ
れ
に
対
し
て
、
元
泰
の
『
養
生

編
』
を
通
じ
て
、
独
立
の
『
泰
西
水
法
』
に
関
す
る
知
識
を
百
年

以
上
よ
り
早
く
日
本
に
伝
来
し
た
。
こ
の
こ
と
が
も
つ
重
大
な
意

義
は
い
う
ま
で
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
上
記
の
『
養
生
編
』
の
成
立
・
流
布
に
か
か
わ

る
人
物
と
日
中
交
流
の
実
態
や
、
内
容
に
関
す
る
問
題
は
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。 

 

〔
謝
辞
〕
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
資
料
の
利
用
に
ご
高
配

を
賜
り
ま
し
た
各
所
蔵
機
関
の
皆
様
に
対
し
て
、
深
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
「
慶
本
跋
文
」
を
翻
刻
す
る
際
に
、
引
野

享
輔
先
生
に
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な

お
、
本
研
究
は
、JS

T
 

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向

け
た
大
学
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ 

創
設
事
業 JP

M
JF

S
2

1
0

2
 

の
支

援
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

  

註 

一 

賈
前
掲
文
。 

二 

通
称
深
見
新
右
衛
門
貞
恒
、
姓
は
高
・
深
見
、
名
は
梅
松
、

元
泰
、
玄
岱
。
号
は
天
漪
、
婺
山
。
字
斗
瞻
、
子
新
。
石
村
喜
英

『
深
見
玄
岱
の
研
究:

日
中
文
化
交
流
上
に
お
け
る
玄
岱
伝
と
黄

檗
独
立
禅
師
伝
』
、
雄
山
閣
、
一
九
七
三
、
三
十
九
頁
を
参
照
さ

れ
た
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
名
を
元
泰
に
統
一
す
る
。 

三 

元
泰
が
独
立
の
書
を
伝
承
し
て
発
揚
し
た
こ
と
は
、
拙
稿
を

参
照
さ
れ
た
い
。
「
独
立
性
易
的
六
書
学
与
日
本
近
世
書
法
（
独

立
性
易
の
六
書
学
と
日
本
近
世
書
法
）
」
、
『
中
国
書
法
』
（
二

〇
二
二
年
第
六
期
）
、
中
国
書
法
家
協
会
、
二
〇
二
二
。 

四 

校
訂
本
文
の
「
慶
本
跋
文
」
及
び
拙
稿
、
「
独
立
性
易
か
ら

貝
原
益
軒
ま
で
の
日
中
養
生
文
化
の
架
け
橋
：
高
元
泰
の
『
養
生

編
』
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
（
第
五
四
号
）
、
東

北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
思
想
史
研
究
室
、
二
〇
二
二
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。 

五 
中
川
徳
基
編
『
中
川
徳
基
蔵
書
目
録
』
（
第
二
冊
）
、
中
川

徳
基
自
筆
本
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。 



 108 

六 

田
中
緑
紅
『
円
山
公
園
（
上
）
復
刻
版
』
、
三
人
社
、
二
〇

一
九
、
一
三
頁
。
ま
た
同
様
な
記
述
は
、
『
円
山
公
園:

開
園
百

周
年
記
念
』
（
京
都
市
建
設
局
公
園
緑
地
部
公
園
管
理
課
編
編

纂
・
発
行
、
一
九
八
八
年
、
二
二
頁
）
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

七 

画
像
円
山
公
園
「
夢
の
碑
」
側
面
に
参
照
さ
れ
た
い
。 

八 

鮎
沢
信
太
郎
「
熊
三
抜
の
泰
西
水
法
と
そ
の
日
本
へ
の
伝

来
」
、
東
京
教
育
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
研
究
室
編
『
東
洋
史
学

論
集
第
三
』
、
不
昧
堂
書
店
、
一
九
五
四
、
五
頁
。 

 

（
東
北
大
学
大
学
院
） 



影
印
篇

・
諸
本
表
紙

右
下
か
ら
時
計
回
り
に
︑
東
本
︑
慶
本
︑
京
本
の
表
紙

を
掲
げ
た
︒
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・
元
泰
⾃
序
︵
京
本
︶
⼀
丁
表
D
⼆
丁
表

110



・
慶
本
序
⽂

⼀
丁
表
D
裏

・
元
泰
⾃
序
︵
京
本
︶
承
前

⼆
丁
裏

111



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶﹇

１
D
３
﹈
三
丁
表
D
四
丁
表
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・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
３
続
き
D
４
﹈
四
丁
裏
D
六
丁
表

113



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
４
続
き
D
６
﹈
六
丁
裏
D
⼋
丁
表

114



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
７
D
９
﹈
⼋
丁
裏
D
⼀
〇
丁
表

115



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
９
続
き
D
１
２
﹈
⼀
〇
丁
裏
D
⼀
⼆
丁
表

116



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
１
２
続
き
﹈
⼀
⼆
丁
裏
D
⼀
四
丁
表

117



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
１
２
続
き
D
１
５
﹈
⼀
四
丁
裏
D
⼀
六
丁
表

118



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
１
５
続
き
D
１
７
﹈
⼀
六
丁
裏
D
⼀
⼋
丁
表

119



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
１
７
続
き
D
２
０
﹈
⼀
⼋
丁
裏
D
⼆
〇
丁
表

120



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
２
０
続
き
D
２
３
﹈
⼆
〇
丁
裏
D
⼆
⼆
丁
表

121



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
２
４
D
２
７
﹈
⼆
⼆
丁
裏
D
⼆
四
丁
表

122



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
２
８
D
３
１
﹈
⼆
四
丁
裏
D
⼆
六
丁
表

123



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
３
１
続
き
﹈
⼆
六
丁
裏
D
⼆
⼋
丁
表

124



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

﹇
３
１
続
き
D
３
２
﹈
⼆
⼋
丁
裏
D
⼆
九
丁
表

125



・
本
⽂
三
⼆
項
⽬
︵
京
本
︶
承
前

⼆
九
丁
裏
D
三
⼀
丁
表
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・
慶
本
跋
本

⼀
〇
丁
裏
D
⼀
⼀
裏
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